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研究報告： 

土壌や堆積物から単離した微細石英の酸素同位体比を調べることで土壌や堆積物の起源物質を

同定し，起源の違いが土壌機能に及ぼす影響を解明することを目的とした。 

2024 年度には、福島県飯舘村の花崗岩露頭から深さごと（0～100 ㎝から 5 ㎝間隔）に採取した

土壌粒子（＜32μm）から選択溶解法にて単離した石英の酸素同位体比を貴研究所の安定同位体比

測定用質量分析装置を用いて測定し，δ18O 値を算出した。その結果、測定値は+11‰から+15.5‰

まで幅広い値を示した。この値は複数の起源由来の石英が混合した結果である可能性が高いこと

から，風成塵由来の石英のδ18O 値は+16、花崗岩由来の石英のδ18O 値は+9 と仮定した２エンドメ

ンバーモデルにより，それぞれの起源由来の石英割合を算出した。 

その結果，20～60 ㎝の深さの土壌に含まれる石英の大部分が風成塵由来であることが分かった

（図）。花崗岩は元々石英が豊富に

含まれるため，花崗岩上の土壌に

含まれる石英は基岩由来と考えら

れてきたが，今回の成果によって

風成塵の影響が想像以上に大きい

ことが明らかになった。今後は同

じ露頭で採取した土壌を粗粒から

細粒まで複数の画分に分画した後

に石英を単離し，これについてδ

18O 値を測定することで，2つの給

源が土壌全体に及ぼす影響を詳し

く調べる予定である。 

 図． ２エンドメンバーモデルにより推定された

花崗岩および風成塵由来の石英の深さ別存在量。 


